
 
 〒854-0074 諫早市山川町 1-3  

諫早市立西諫早図書館 

HP：https://www.lib.isahaya.nagasaki.jp/ 

TEL：0957（26）8607 FAX：0957（26）8250 

 

 

西風 
西諫早としょかんだより【No.293】 

 

～天高く馬肥ゆる秋～  

窓を開け涼しくて心地よい風が通り抜けると、手を伸ばして少しの間、爽やかな風を肌

で感じていたい気持ちになります。とても過ごしやすいこの季節、ぶどう、梨、栗、柿な

どのおいしい果物や、田んぼの稲穂も黄金色に実る「実りの秋」の訪れです。 

 あなたがイメージする「〇〇の秋」は何ですか？運動・芸術・食欲・行楽などいろいろ

あるでしょう。図書館がおすすめする秋はというと「読書の秋」です。2021年の読書週間

の標語である『最後の頁を閉じた  違う私がいた』は、没頭できる本に出会い、読み終え

た瞬間には、読む前の自分自身とはなにかが変わっていることが表現されています。 

どんな本にも最後の頁を閉じた時に感じる思いがあるでしょう。新しい本だけでなく、

前に一度読んだことがある本も、頁を開いてみれば、新たな感じ方や感動や発見があり、

それは、今の自分にとって新しい出会いになるかもしれません。 

この秋にはどんな出会いがあるか、図書館に立ち寄り、本を手にして読んでみてください。 

分館長 野下 
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   『みとりねこ』            有川 ひろ／著（講談社） 
 

この本は７編の７匹の猫の物語が書かれています。 

 最初の 2 つの物語、「ハチジカン」と「こぼれたび」は『旅猫リポート』（有川浩/著 

※改名前の名前）の外伝です。 

 小学生のサトルに拾われた子猫はハチと名付けられ、家族の一員として幸せに暮らしていく。

しかし、大好きなサトルと突然、別れることになり、新しい家族・ツトムと暮らしていく

うちに、ハチは子猫の頃の記憶をうっすらとしか思い出せなくなっていく…。サトルと

の再会を待ちきれなくなったハチの物語、「ハチジカン」。そして、サトルとカギしっぽの

猫・ナナの物語、「こぼれたび」。それぞれの猫目線で進んでいく物語に引き込まれていきます。 

 本のタイトル「みとりねこ」は７番目の物語です。食卓の上の小皿の醤油に手のひらを

つけ、テーブルクロスに梅の花の拇印をつける猫の浩太。なぜ浩太は来たるべきときに備え

て、肉球拇印の腕前を上げておかなければならないのか… 

 家族の一員である猫たちや家族をつないでくれた猫との心温まる話７編です。私もこの

物語のような愛おしい猫たちと出会い、一緒に暮らしてみたいと思いました。有川浩さんの

『旅猫リポート』とともにおすすめします。（N） 

図書館カレンダー 

館員おすすめの一冊 

今月の展示 

20 冊・3 週間 借りられます 

 新 刊 紹 介 

西 館 日 和 

 

読書週間が始まります！ 

今年の標語：「最後の頁を閉じた 違う私がいた」 

 10 月 27 日～11 月 9 日は読書週間です。 

秋の夜長にぜひ、本を読んでみてはいかがでしょうか。 
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